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■
講
演
者
…
…
高　

龍
珍
（
韓
国
・
済
州
漢
拏
大
学
校
教
授
）

■
司　

会
…
…
矢
頭
典
枝

１
．
は
じ
め
に

―
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
到
来
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ

ラ
シ
ー
の
重
要
性

近
年
、
人
や
情
報
が
国
境
を
越
え
て
移
動
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の

到
来
に
よ
っ
て
、
各
国
の
大
学
で
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応

で
き
る
教
育
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
の
教
育
部
は
、

こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
政
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
ま
た
日
本
の
政
府

も
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
海
外
留
学
者
数
一
二
万
人
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
学
生
た
ち
の
留
学
支
援
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）は
、
二
一
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
国

際
標
準
の
能
力
と
し
て
「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（Key Com

pe-

tencies

）」
と
い
う
概
念
を
提
案
し
、「
言
語
を
含
め
た
多
様
な
道
具
を

相
互
作
用
的
に
活
用
し
、
自
律
的
、
主
体
的
に
判
断
し
、
多
様
な
他
者

と
の
協
同
を
通
し
て
社
会
を
作
っ
て
い
く
能
力
」
と
定
義
づ
け
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
二
〇
一
一
年
に
日
本
政
府
が
設
置
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
推
進
会
議
や
大
学
が
実
施
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
提

示
さ
れ
て
い
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の
素
養
と
し
て
、
①
語
学
力
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
②
主
体
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
協
調

性
、
柔
軟
性
、
③
異
文
化
に
対
応
す
る
理
解
と
自
国
民
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
講
演
の
テ
ー
マ
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
は
こ
の
よ
う
な
能
力
と
も
重
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
能
力
は
、
海
外
留
学
体
験
学
習
や
海
外
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
に
お
い
て
獲
得
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
期
待

す
る
大
学
に
よ
っ
て
、
海
外
体
験
・
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
が

盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
海
外
で
の
体
験
を
通
し
た
グ

二
〇
一
七
年
六
月
一
九
日　

開
催
〈
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
何
か
：
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
言
語
と
社
会
の
視
点
か
ら
考
え
る
（
第
一
弾
）〉

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
の
た
め
に

―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
指
し
て
い
る
済
州
島
の
大
学
生
の
事
例
か
ら
考
え
る 

高　

龍
珍
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高　龍珍氏

ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
獲
得
は
、
多
言
語
多
文
化
環
境
の
社
会
に

適
応
で
き
る
能
力
の
獲
得
、
ま
た
社
会
的
実
践
の
一
つ
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
多
言
語
習
得
や
言
葉
を

使
用
す
る
時
に
私
た
ち
が
行
う
計
画
や
調
整
、
海
外
で
の
体
験
、
ま
た

リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
に
対
す
る
振
り
返
り
と
自
己
評
価
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

本
講
演
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
国
際
的
な
観
光
地
の
多

言
語
環
境
、
ま
た
そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
地
域
の
人
材
育
成
を
目
指
し

て
海
外
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
済
州
島

の
大
学
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
け
る
リ
テ
ラ

シ
ー
能
力
お
よ
び
人
材
育
成
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
．
観
光
地
、
国
際
自
由
都
市
と
し
て
の
済
州
島

済
州
島
は
、
周
辺
の
海
流
の
影
響
に
よ
っ
て
年
間
の
平
均
気
温
が
約

十
五
度
と
冬
に
も
ほ
と
ん
ど
零
下
に
な
る
こ
と
の
な
い
温
暖
な
気
候
か

ら
、
韓
国
の
ハ
ワ
イ
と
も
評
さ
れ
る
国
内
屈
指
の
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
山
島
特
有
の
独
特
な
自
然
景
観
を
有
し
て

司会の矢頭先生
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お
り
、
二
〇
〇
七
年
に
は
「
済
州
の
火
山
島
と
溶
岩
洞
窟
群
」
が
世
界

自
然
遺
産
に
、
二
〇
一
〇
年
に
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
、
観

光
地
と
し
て
の
国
際
的
な
知
名
度
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、

「
済
州
オ
ル
レ
」（「
オ
ル
レ
」
は
済
州
島
の
言
葉
で
「
路
地
」
の
意
味
）

と
呼
ば
れ
る
島
内
の
自
然
景
観
を
楽
し
む
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
韓
国
で
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
済
州
島
は
、
ア
ジ
ア
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
近
年
で
は
ア
ジ
ア
と
の
地
理
的
近
接
性
を
活
か
し
た
、

中
国
発
着
の
国
際
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
が
増
加
し
て
お
り
、
船
舶
を
往

来
手
段
と
し
た
国
際
観
光
形
態
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
に

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

済
州
島
の
国
際
観
光
政
策
に
つ
い
て
韓
国
政
府
は
、
一
九
九
八
年
に

済
州
島
を
北
東
ア
ジ
ア
の
観
光
ハ
ブ
に
発
展
さ
せ
る
た
め
「
済
州
国
際

自
由
都
市
計
画
」
を
打
ち
出
し
、
さ
ら
に
二
〇
〇
二
年
に
は
同
計
画
を

推
進
す
る
た
め
、
同
島
へ
の
観
光
産
業
の
投
資
減
税
措
置
等
を
中
心
と

し
た
「
済
州
国
際
自
由
都
市
特
別
法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

３
．
済
州
島
に
お
け
る
多
言
語
状
況
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー

３
．１　

済
州
語
の
特
徴

済
州
島
の
ロ
ー
カ
ル
言
語
で
あ
る
済
州
語
は
、
二
〇
一
一
年
に
ユ
ネ

ス
コ（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）が
発
表
し
て
い
る
「
消
滅
の
危

機
に
あ
る
言
語
」
に
指
定
さ
れ
、
危
険
の
レ
ベ
ル
が
最
も
高
い
「
非
常

に
深
刻
な
消
滅
危
機
に
あ
る
言
語
（critically endangered

）」
に
分

類
さ
れ
ま
し
た
。

済
州
語
の
特
徴
は
、
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
韓
国
語
の
文
法
や
古

い
単
語
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
韓
国
人
で

あ
っ
て
も
済
州
語
を
完
全
に
聞
き
取
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。済

州
語
の
中
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
表
現
は
、「
혼（
ホ
ン
）저

（
ジ
ョ
） 

옵（
オ
ッ
プ
）서（
ソ
）예（
エ
）」
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
語
で
は

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
よ
う
こ
そ
」
と
い
っ
た
歓
迎
の
意
味
を
表
し

ま
す
。
こ
の
表
現
は
、
標
準
韓
国
語
の
「
혼
（
ホ
ン
）자（
ザ
） 

오（
オ
）

세（
セ
）요（
ヨ
）」
と
い
う
表
現
と
音
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
す
が
、
標

準
韓
国
語
の
ほ
う
は
「
一
人
で
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、

済
州
語
の
意
味
と
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
面
白
い
と

さ
れ
て
お
り
、
韓
国
で
は
多
く
の
人
が
済
州
島
の
方
言
と
聞
く
と
、
最

初
に
こ
の
表
現
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
済
州
語
の
面
白
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
韓
国

語
の
「
삼（
サ
ム
）촌（
チ
ョ
ン
）」
と
い
う
単
語
は
、
標
準
語
で
は
血
が

つ
な
が
っ
て
い
る
男
性
の
家
族
や
親
戚
の
お
じ
さ
ん
を
呼
ぶ
場
合
の
呼

称
で
す
。
と
こ
ろ
が
済
州
島
で
は
、
こ
の
呼
称
を
血
の
つ
な
が
っ
て
い

な
い
人
や
女
性
に
対
し
て
も
使
い
ま
す
。
実
際
、
済
州
島
で
は
近
所
の

お
じ
い
さ
ん
や
知
り
合
い
の
人
な
ど
、
自
分
よ
り
年
上
の
人
に
は
「
삼
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（
サ
ム
）촌（
チ
ョ
ン
）」
を
使
っ
て
気
軽
に
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
ソ

ウ
ル
な
ど
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
済
州
島
な
ら
で
は
の
風
習
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

３
．２　

済
州
島
に
お
け
る
多
言
語
状
況

済
州
島
の
多
言
語
状
況
に
つ
い
て
、
ま
ず
社
会
レ
ベ
ル
か
ら
見
る
と
、

済
州
語
と
標
準
韓
国
語
の
二
言
語
併
用
、
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
グ
ロ
シ
ア

（diglossia

）の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
学
校
や
市
役
所
な

ど
の
公
的
な
場
所
で
は
標
準
韓
国
語
が
使
用
さ
れ
ま
す
が
、
家
庭
内
や

私
的
な
場
面
で
は
済
州
語
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
の
言
語
の
使
用

場
面
と
機
能
は
比
較
的
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光

地
を
は
じ
め
外
国
人
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
場
所
で
は
外
国
語
の
使
用

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
レ
ベ
ル
の
言
語
使
用
は
、
済
州
語
と
標
準
韓
国
語
の
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
（bilingual

）
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
一
方

で
、
済
州
島
の
人
は
昔
か
ら
日
本
を
は
じ
め
海
外
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域

に
出
稼
ぎ
に
行
く
こ
と
が
珍
し
く
な
く
、
現
地
で
外
国
語
を
習
得
し
て

か
ら
済
州
島
に
戻
っ
て
き
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
済
州

島
の
中
で
は
、
観
光
業
に
従
事
す
る
た
め
に
外
国
語
を
学
ん
で
い
る
人

も
多
く
見
ら
れ
、
最
近
は
多
言
語
の
使
用
も
日
常
的
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

３
．３　

済
州
島
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー

こ
の
よ
う
な
多
言
語
状
況
の
中
で
人
び
と
が
言
葉
を
使
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
言
語
使
用
を
単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て

で
は
な
く
、
社
会
生
活
や
社
会
参
加
に
関
わ
る
社
会
文
化
的
な
要
素
も

含
め
た
広
い
概
念
と
し
て
捉
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
の

総
合
的
か
つ
実
践
的
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
多
様
な
言
語
環
境（
ロ
ー
カ
ル
言
語
も
含
む
）に
お
い

て
社
会
参
加
の
実
践
を
行
う
た
め
に
は
、
言
語
能
力
、
社
会
言
語
能
力
、

社
会
文
化
能
力
を
そ
れ
ぞ
れ
適
切
に
使
用
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ

ラ
シ
ー
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
様
々
な
政
策
的
、

教
育
的
な
支
援
や
試
み
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
実
践
の
た
め
の
教
育
の
中
心
を
担
う
の
は
大
学
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
地
方
の
大
学
の
場
合
、
そ
の
地
域
の
言
語

環
境
や
社
会
状
況
に
応
じ
た
教
育
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

済
州
島
の
場
合
、
国
際
観
光
地
と
い
う
土
地
柄
、
多
言
語
支
援
や
教

育
に
つ
い
て
は
他
の
地
域
よ
り
も
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
済
州
島
の
大
学
で
は
、
こ
う
し
た
済
州
島
の
状
況
を
踏
ま
え
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
や

支
援
を
様
々
な
形
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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４
．
済
州
島
の
大
学
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

韓
国
で
は
近
年
、
若
者
の
失
業
率
が
一
〇
％
ま
で
悪
化
し
て
お
り
、

大
学
を
卒
業
し
て
も
そ
れ
に
見
合
っ
た
働
き
口
に
就
け
な
い
現
実
か
ら

海
外
で
の
就
職
を
目
指
す
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
就
職
難
と
い

う
理
由
以
外
に
、
国
内
で
働
い
て
か
ら
海
外
で
再
就
職
を
す
る
ケ
ー
ス

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
雇
用
労
働
部
が
支
援
し
た
研
修
や

斡
旋
、
イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
て
海
外
に
就
職
し
た
若

者
の
数
は
、
二
〇
一
三
年
は
一
六
〇
七
人
、
二
〇
一
四
年
は
一
六
七
九

人
、
二
〇
一
五
年
は
二
九
〇
三
人
と
増
加
し
て
お
り
、
就
職
先
の
国
別

で
は
、
日
本
が
一
二
六
七
人
（
二
〇
・
五
％
）、
米
国
が
八
五
三
人
（
一

三
・
八
％
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
七
二
九
人
（
一
一
・
八
％
）、
豪
州
が
五

五
七
人
（
九
・
〇
％
）
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

済
州
漢
拏
大
学
で
は
、
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
改
正
、
子
供
の
た
め
の
英
語
講
座
の
増
設
、
中
国
人
留
学
生
の
た
め

の
韓
国
語
講
座
の
開
設
、
日
本
語
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
、
こ
れ
ま
で
の
英
語
学
習
を
中
心
と
し

た
流
れ
か
ら
、
中
国
語
や
ロ
シ
ア
語
、
日
本
語
な
ど
、
よ
り
多
様
な
言

語
を
学
習
す
る
方
向
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
一
時
、
爆
発

的
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
海
外
の
語
学
研
修
を
通
し
た
外
国
語
学
習
と
い

う
形
か
ら
、
様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
し
た
外
国
語
学
習
、
つ
ま
り
、

語
学
学
習
を
主
目
的
と
し
な
い
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
多
様

な
海
外
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
通
し
て
外
国
語
を
学
ぼ
う
と
す

る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
済
州
漢
拏
大
学
の
場
合
も
こ
う
し
た

外
国
語
教
育
の
新
た
な
環
境
や
ニ
ー
ズ
、
流
れ
に
合
わ
せ
て
、
外
国
語

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
転
換
や
新
た
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

済
州
漢
拏
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
に
二
〇
一
七
年
度
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
世
界
に
お
い
て
、
韓
国
人

と
し
て
主
体
的
に
物
事
を
考
え
、
言
語
、
文
化
、
価
値
観
の
異
な
る
人

び
と
に
自
分
の
考
え
を
効
果
的
に
伝
え
、
そ
の
差
異
を
乗
り
越
え
て
お

互
い
を
理
解
し
、
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
た
め
に
一
致
協
力
し
て
行

動
に
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
」
こ
と
が
目
標
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
教
育
課
程
は
、
研
修
国
と
職
務
分
野
に
よ
っ
て
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
（
二
〇
名
、
調
理
、
Ｆ
＆
Ｂ
（
料
飲
部
門
））、
日
本
（
二
〇
名
、

免
税
店
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
一
〇
名
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
部
門
）、
ド

バ
イ
（
五
名
、
調
理
、
Ｆ
＆
Ｂ
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
五
名
、
幼
児
教

育
ト
レ
ー
ナ
ー
）、
ド
イ
ツ
（
五
名
、
調
理
、
Ｆ
＆
Ｂ
）
の
六
つ
の
課
程

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
日
本
を
対
象
と
す
る
課
程
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
要
内
容
は
、
職
務
に
関
す
る
分
野（
二
七
四
時
間
）、

語
学
に
関
す
る
分
野
（
二
七
二
時
間
）、
そ
の
他
（
五
四
時
間
）
で
、
国

内
研
修（
一
六
週
、
二
九
〇
時
間
）、
国
外
研
修（
八
週
、
三
一
〇
時
間
）

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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５
．
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
験
し
た
学
生
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
生
は
、
ど

の
よ
う
な
経
験
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
て
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
二

人
の
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
か
ら
、
海
外
で
直
面
し
た
問
題

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
の

か
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ケ
ー
ス
１
：
Ｋ
Ｆ
１
（
二
二
才
、
会
社
員
、
女
性
）

〈
研
修
国
・
研
修
期
間
〉

ド
イ
ツ
：
二
〇
一
四
年
一
一
月
〜
二
〇
一
五
年
一
〇
月
（
一
二
ヶ
月
）

日
本
：
二
〇
一
六
年
一
月
〜
二
〇
一
六
年
九
月
（
九
ヶ
月
）

〈
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
〉

（1）　

海
外
で
直
面
し
た
問
題

Ｋ
Ｆ
１
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先（
現
地
）に
お
い
て
、
言
葉
の
問
題

よ
り
も
そ
の
国
の
社
会
や
文
化
に
関
す
る
知
識
不
足
か
ら
く
る
問
題
を

意
識
し
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
何
人
か
で
食
事
し
た
後

に
自
分
が
食
べ
た
分
を
個
々
に
会
計
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
人
情
味

が
な
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
日
本
で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

注
文
す
る
時
に
頼
む
料
理
を
間
違
っ
た
こ
と
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
時
に

自
動
ド
ア
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
困
っ
た
こ
と
、
電
車
の
中
で
は

誰
も
携
帯
電
話
の
通
話
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
郵
便
局
や
店
で
人

が
多
い
時
に
は
列
に
並
ん
で
自
分
の
順
番
を
待
た
な
け
れ
ば
い
け
な

か
っ
た
こ
と
を
問
題
と
し
て
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
問
題
の
認
識
は
、
Ｋ
Ｆ
１
は
ド
イ
ツ
お
よ
び
日
本
の
社
会
文
化
に
関

す
る
新
た
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（2）　

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
全
体
を
通
し
て

海
外
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
評
価
し

た
の
か
に
つ
い
て
、
Ｋ
Ｆ
１
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
状
況
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
し
た
こ
と
を
実
感
で
き
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
文
化
、
日
本
人
の
親
切
さ
、
真
面
目
な
生
活
、
贅
沢
を

し
な
い
暮
ら
し
ぶ
り
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
Ｋ
Ｆ
１
の
言
語
使
用
に
対
す
る
意
識
が
高
ま

り
、
自
己
の
言
語
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
言
語
だ
け
で
は
な
く
、
異
文
化
に
対
す

る
多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

Ｋ
Ｆ
１
が
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
経
験
を
通
し
て
自
分
の
言
語

使
用
に
意
識
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
習
得
し
た
言
語
的
、
社

会
文
化
的
知
識
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
一
部
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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グローバル・リテラシーの向上のために

ケ
ー
ス
２
：
Ｋ
Ｍ
１
（
二
四
才
、
会
社
員
、
男
性
）

〈
研
修
国
・
研
修
期
間
〉

日
本
：
二
〇
一
五
年
一
月
〜
二
〇
一
五
年
九
月
（
九
ヶ
月
）

〈
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
〉

（1）　

海
外
で
直
面
し
た
問
題

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先（
日
本
）で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
時

に
困
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｋ
Ｍ
１
は
主
に
言
語
面
の
問
題
を
挙
げ
ま

し
た
。
例
え
ば
、
買
い
物
を
す
る
時
に
言
葉
が
通
じ
な
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
入
国
管
理
局
で
も
意
思
疎
通
が
で
き
ず
に
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
Ｋ
Ｍ
１
は
、
こ
れ
ら
が
自
分
に
と
っ
て
言
語
の
大
切
さ
と

怖
さ
を
同
時
に
味
わ
う
経
験
に
な
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
地
の
仕
事
で
は
、
敬
語
を
使
う
時
に
特
に
強
く
意
識
し
て
い
た
と
い

う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

（2）　

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
全
体
を
通
し
て

海
外
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
日
常
的
に
使
う

日
本
語
能
力
を
磨
く
こ
と
の
大
切
さ
が
理
解
で
き
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
と
こ
ろ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
向
上
し
た
こ
と
も
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
Ｋ
Ｍ
１
が
日
本
で
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題

に
直
面
し
、
そ
こ
で
言
語
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
や
が
て
自
分
の
能
力

の
向
上
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

６
．
お
わ
り
に

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
必
要
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ

テ
ラ
シ
ー
と
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
い
く
つ
か

提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
の
言
語
環
境
を
考
え
る
に
は
、
英
語
中

心
の
外
国
語
環
境
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
言
語
を
含
む
個
人
の
よ
り

多
様
な
言
語
環
境
と
言
語
使
用
を
捉
え
よ
う
と
す
る
視
点
が
必
要
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に

つ
い
て
も
考
え
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
言
語
的
な
知
識
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
言
語
、
社
会
文
化
知
識
を
も
含
め
た
知
識
を
習
得
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
単

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
異
文

化
理
解
を
も
と
に
し
た
実
践
的
な
社
会
参
加
に
よ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
従
来
の
グ

ロ
ー
バ
ル
に
向
か
う
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
に
も
向
か
う
視

点
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
国
内
外
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
体
験
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
ロ
ー
カ
ル
の
両
方
の
視
点
を
体
験
で
き
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る
機
会
の
一
つ
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
社
会
に
お
け
る
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
や
多
様
な
言
語
文
化
知
識
を
習
得

す
る
の
と
同
時
に
、
グ
ロ
ー
カ
ル
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

振
り
返
る
機
会
に
も
な
る
の
で
す
。
今
後
の
大
学
教
育
で
は
、
こ
の
よ

う
な
視
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を

実
現
で
き
る
よ
う
な
充
実
し
た
教
育
内
容
を
考
案
し
て
い
く
こ
と
が
緊

急
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

講演をする高氏


